
事業名

政策 安全で快適な都市生活の充実 施策 基本事業消防 ・救急の充実 施策の総合推進
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事業単独評価、施策内での相対評価、財政状況に基づく改革案（２月時点）
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果
）

○

災害現場等で活動する隊員

装備が充実することにより、隊員が安全に救出・消火等の
活動ができるようになる。

消防活動は年々複雑多様化しており、災害活動も苦難に満
ちている中で効果的な消火・救助活動等を行うには、機動
力を向上させる装備品が必要不可欠。

化学消火薬剤の整備を行ったことから増加となった。

隊員数

予算金額

装備品不具合件数

常備消防用備品等整備事業

単位コスト指標

事業費計（A） 8,220 2,854 4,052 4,282 0

 

正職員人件費（B) 12,447 8,060 4,073 4,047 0千円

 

千円

総事業費（A)＋（B) 千円 20,667 10,914 8,125 8,329 0

[0370]

維 持
見直し
休廃止
新 規

事務事業評価表　平成23年度

21年度実績 22年度実績 23年度予算 24年度予算

 ： 現状の目的や方法に変更がなく24年度実施する事業
 ： 現状の方法や事業量を見直し、成果指標の向上やコスト改善をおこなう事業
 ： 22年度もしくは23年度に「休止」、「廃止」、「終了」する事業
 ： 24年度より新たに新規事業として実施する事業

24年度への業務改善方向性


